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八
世
紀
ハ
ノレ
ノ¥

. 
モ
ン
ゴ

ル
に
お
け
る
法
律
の
推
移

萩

原

，_Lー・

す

は

め

に

一

従
来
の
研
究
と
問
題
の
所
在

二
オ
ン
ポ
フ
の
事
件
再
読

三

ハ

ルハ

四
部
の
副
将
軍
た
ち
の
定
め
た
法

四
「
ハ
ル
ハ
四
部
の
副
将
軍
た
ち
の
定
め
た
法
」
の
持
つ
意
味

五
一
八
世
紀
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
法
律
の
推
移

お

わ

り

に

じ
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t工

じ

め

清
朝
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
支
配
は
、
理
藩
院
の
管
轄
の
下
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
二
百
五
十
年
以
上
、

外
モ
ン
ゴ
ル
で
も
二
百
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
聞
の
法
制
支
配
の
貫
態
に
は
い
ま
だ
不
明
な
貼
が
多
い
。
筆
者
は
、
先
頃
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
裁
剣
制
度
の
研
究

を
公
に
し
て
(
拙
稿
萩
原
田
)
清
朝
に
よ
る
法
制
支
配
の
徹
底
ぶ
り
を
例
誼
し
た
が
、
そ
こ
で
は
年
代
を
限
定
し
た
こ
八
世
紀
末
以
後
)
い
く
つ

か
の
ケ
l
ス
ス
タ
デ
ィ
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
年
代
に
到
る
ま
で
の
法
制
の
襲
遷
に
闘
し
て
は
全
く
燭
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、

一
六
九
一
年
に
ハ
ル
ハ
(
外
モ
ン
ゴ

ル
)
が
清
朝
治
下
に
入
っ
た
後
、

い
つ
頃
い
か
な
る
経
緯
で
清
朝
の
買
質
的
法
制
支
配
に
組
み

入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
閲
し
て

モ
ン
ゴ
ル
文
の
現
地
史
料
に
依
援
し
つ
つ
、
そ
の
一
端
を
解
明
し
て
み
た
い
と
思
う
。



従
来
の
研
究
と
問
題
の
所
在

清
代
の
モ
ン
ゴ
ル
に
は

ハ
ル
ハ
の
王
公
た
ち
の
自
ら
制
定
し
た
法
を
牧
鋒
す
る

ο同
Z
・白官

2
5
と
、
清
朝
政
府
の
制
定
し
た
モ
ン
ゴ
ル

統
治
用
の
法
で
あ
る
清
朝
蒙
古
例
と
が
並
存
し
て
い
た
。
近
年
、
雨
者
と
も
に
研
究
が
進
み
、

か
な
り
詳
し
い
知
識
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

に
整
理
し
て
み
る
と
、

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
に
閲
し
て
は
、
ま
ず
二
木
田
に
よ
っ
て
そ
の
構
成
や
成
立
過
程
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
れ
を
筆
者
な
り

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
の
諸
法
令
の
内
、
主
要
な
大
多
数
の
候
文
は
、

一
六
七
六
年
か
ら
一
七
二
八
年
ま
で
の
聞
に
ハ
ル

ハ
の
ト
シ
エ

l
ト
汗
部
を
中
心
と
す
る
王
公
ら
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
か
な
り
た
っ
て
か
ら
他
部
の
者
を
含
む
王
公
た
ち
ゃ

活
併
の
街
門
に
よ
っ
て
ご
く
少
数
の
候
文
が
追
加
さ
れ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
(
註
(
2
〉
参
照
)
。
績
い
て
、
従
来
の
研
究
か
ら
(
例
え

ば

h
E
5
5回
2
・

3
・5
l
E・
田
山
灯
、
八
O
頁
。
二
木
田
、
六
五
頁
等
〉
も
う
一
貼
、

『
ハ
ル
ハ
ジ

ロ
ム
』
の
像
文
の
大
部
分
は
、

ハ
ル
ハ
が
清
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朝
に
開
属
し
た
一
六
九
一
年
よ
り
も
後
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
賓
が
指
摘
で
き
る
。

(

l

)

 

も
な
お
、
既
に
内
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
た
め
に
成
立
し
て
い
た
清
朝
蒙
古
例
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、
濁
自
の
法
を
制
定
し
績
け
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
清
朝
支
配
の
強
化
と
と
も
に
、
い
つ
頃
か
ら
か
清
朝
蒙
古
例
が
ハ
ル
ハ
に
も
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

(

2

)

 

れ
る
。

つ
ま
り
ハ
ル
ハ
は
、
清
朝
に
蹄
属
し
た
後

一
方
そ
の
蒙
古
例
は
、
従
来
剣
例
史
料
を
利
用
し
た
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
現
賓
の
裁
剣
に
お
い
て
適
用
さ
れ
た
買
例
が
確
認

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
萩
原
田
に
よ
っ
て
、
ダ
シ
ジ
ド
の
事
件
(
ト
シ
エ
l
ト
汗
部
左
翼
右
末
旗
で
一
七
八
九
年
に
適
用
〉
、
オ
ン
ボ
フ
の
事
件
(
同
旗

で
一
七
九
O
、
九
一
年
に
適
用
〉
、
ラ
マ
・
ロ
プ
サ
ン
の
事
件
(
チ
ェ
チ
ェ
ン
汗
部
中
左
旗
で

一
八
一
二
三
年
に
遁
用
)
及
び
ザ
ガ
ス
タ

I
氏
紹
介
包
同
官
三
2

(

3

)

 

ハ
ル
ハ
で
の
蒙
古
例
(
さ
ら
に
大
清
律
例
〉
の
貫
数
性
が
確
註
さ
れ
た
(
末

ミ
)
の
三
事
件
(
同
部
中
前
旗
で
一
八
九
O
年
頃
に
適
用
)
に
お
い
て
、

尾
の
年
表

・地
園
を
参
照
〉
。
し
か
し
ハ
ル
ハ
に
お
い
て
清
朝
蒙
古
例
が
い
つ
頃
か
ら
適
用
さ
れ
始
め
た
の
か
は
、
な
お
明
ら
か
で
な
い
。
二
木
部
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(
七
二
頁
、
七
四
頁
註
二
五
)
も
指
摘
す
る
逼
り
、

E
g
g
s岳山、
ω叶(円宮・

3
・由
H
I
S
-
原
書
房
版
邦
誇
本
、
六
八
J
七
一
頁
)
や
出
皇
室

'gv民
自
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g
s・
5
N・〉・

Z
2
5
E
C
C門
色
(
司
・
ご

相一寸は、

一
七
八
九
年
の

『蒙
古
律
例
』
(河

5
8
0
=
z
s
は
な
ぜ
か

『
理
藩
院
則
例
』

と
す
る
)
公
布

と
と
も
に
蒙
古
例
が
ハ
ル
ハ
へ
一
孝
に
導
入
さ
れ
た
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
が
、

『蒙
古
律
例
』
に
は
そ
れ
以
前
に
公
布
さ
れ
た
版
本
も
あ
る

の
で
、
あ
ま
り
説
得
力
を
持
た
な
い
。

以
上
の
諸
研
究
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
問
題
黙
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

を
中
心
に
し
て
そ
の
法
制
の
嬰
謹
を
考
え
て
み
る
と
、

一
八
世
紀
の
ハ
ル
ハ
、
特
に
ト
シ
エ

l
ト
汗
部

一
八
世
紀
の
初
め

一
七
二
八
年
ま
で
は
、

ん
に
制
定
さ
れ
績
け
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
に
清
朝
蒙
古
例
が
裁
判
に
適
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
く
、

ま
ず
、

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
中
の
候
文
が
盛

ハ
ル
ハ
は
、
少
な
く
と
も

ト
シ
エ

l
ト
汗
部
に
関
す
る
限
り
ま
だ
清
朝
の
法
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

一
八
世
紀

末
の
ト
シ

エ
1
ト
汗
部
を
見
る
と
、
前
述
の
通
り

一
七
八
九
、
九

O
、
九

一
年
に
相
次
い
で
蒙
古
例
の
適
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ

れ
ら
は
重
案
(
重
い
刑
罰
を
伴
う
と
強
想
さ
れ
る
案
件
)
で
あ
っ
た
が
故
に
盟
長
、

理
藩
院
を
経
て
皇
一
帝
一
に
ま
で
上
申
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
の
手
績

ト
シ
エ
I
ト
汗
部
は
明
ら
か
に
清
朝
に
よ
る
法
制
支
配
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き
自
置
も
蒙
古
例
の
規
定
に
則
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
既
に
こ
の
時
期
に
は
、

下
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

一
七
二
八
年
か
ら

一
七
八
九
年
ま
で
の
約
六
十
年
聞
が
、

に
お
け
る
大
き
な
空
白
期
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
空
白
期
間
内
に
『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
の
諸
法
令
か
ら
清

こ
れ
ら
従
来
の
研
究
成
果
を
年
表
に
し
て
並
べ
て
み
る
と
、

ハ
ル
ハ
の
法
制
史
上

朝
蒙
古
例
へ
と
、
法
律
の
交
代
が
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
具
鐙
的
に
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
法

律
が
交
代
し
て
行

っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
閲
し
て
は
、
従
来
全
く
研
究
が
な
く
、
こ
の
空
白
は
蔑
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

な
ん
と

か
し
て
こ
の
重
要
な
空
白
期
聞
を
埋
め
、

そ
れ
に
よ
っ
て
『
ハ

ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
の
諸
法
令
か
ら
清
朝
蒙
古
例
へ
の
推
移
の
様
子
を
探
ろ
う
と
す

る
の
が
本
稿
の
目
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
首
時
の
法
の
中
心
で
あ
っ
た
刑
法
が
交
代
し
た
こ
と
の
誼
諜
と
な
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
、

(

4

)

 

か
え
れ
ば
、
推
移
の
具
鐙
的
な
途
中
経
過
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
稿
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し

し



オ
ン
ボ
フ
の
事
件
再
読

前
記
約
六
十
年
聞
の
空
白
を
埋
め
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
へ
の
ヒ
ン
ト
が
、
以
前
萩
原
飽
で
扱
っ
た
オ
ン
ボ
フ
の
事
件
の
中
に
出
て
来
る
。
そ
こ

で
論
の
展
開
上
、

ま
ず
最
初
に
こ
の
事
件
の
内
容
を
簡
単
に
振
り
返
り
、
問
題
解
決
へ
の
鍵
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

こ
の
事
件
は
ウ
ラ
ン
パ

l
ト
ル
の
園
立
古
文
書
館
所
裁
の
モ
ン
ゴ
ル
文
槍
案
三
通

2
5
5
8・
3
・∞
l
s・
)
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
で
、

お

お
よ
そ
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
(
註
ハ
3
)
、
ま
た
詳
し
く
は
萩
原
郎
、
九
J
一
一
ニ
頁
も
参
照
)
。

ハ
ン
・
オ
l
ル
盟
(
H
H
ト
シ
エ

l
ト
汗
部
)
左
翼
右
末
旗
(
末
尾
の
地
園
参
照
)
に

Z
E
S
E
-
∞白
zhuる
一
の
兄
弟
が
居
て
、
乾
隆
四
九
(
一
七
八

z
y
ヲ
シ
ヤ
ル
ガ
ル

四
)
年
春
に
、
ナ
ワ

l
ン
が
同
旗
の
台
吉
(
註
(
日
)
参
照
)
ω
Z
H
V
関
白
宵
宮
の
馬
を
三
頭
盗
み
、
そ
れ
を
ワ
ン
ド
イ
が
轄
責
し
て
借
金
返
済
に

ウ
ル
ジ
リ
〆
ジ
ヤ
グ

あ
て
た
。
二
人
は
す
ぐ
捕
え
ら
れ
、
旗
の
役
所
で
第
一
審
が
始
ま
る
。
し
か
し
旗
長
ペ
ヨ

s
z
v
E回
は
蒙
古
例
を
無
視
し
て
裁
き
、
か
つ
上

旗
長
の
剣
決
は
「
ナ
ワ

l
ン
の
罰
を
棚
一
年
と
し
、

司
で
あ
る
盟
長
へ
の
上
申
も
怠
っ
た
。

ワ
ン
ド
イ
は
被
害
者

エ
ン
フ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
に

オ
ン
ポ
ヲ

三

・
九
畜
〈
九
頭
の
家
畜
一一一セ

ッ
ト
)
を
渡
す
。
」
と
な
っ

た
が
、
ワ
ン
ド
イ
に
は
渡
す
家
畜
が
な
く
、
代
わ
り
に
自
分
の
娘

。
王
山
O
H

と
息
子

(
5
)
 

と
天
幕
一
つ
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
も
な
く
オ
ン
ボ
フ
は
エ
ン
フ

ジ
ャ
ル
ガ
ル
か
ら
の
捧
げ
物
と
し
て
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
プ
に
渡
さ
れ
、

そ
の
後
乾
隆
五
三

J
五
五
(
一
七
八
八
J
九
O
)
年
に
、
あ
る
男
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
旗
長
夫
妻
に
劃
す
る
殺
人
未
途
事
件
を
繰
り
返
し
、
五
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五
(
一
七
九
O
)
年
に
捕
え
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
の
事
件
は
旗
(
第
一
審
)
↓
盟
(
第
二
審
)
↓
理
藩
院
・
庫
倫
樹
事
大
臣
(
第
三
審
)
↓
乾
隆
一
帝
と
上

申
さ
れ
て
行
き
、
第
二
審
で
馬
泥
棒
の
事
件
も
よ
う
や
く
明
る
み
に
出
た
。
盟
長
(
一
七
九
O
年)、

理
藩
院
ハ
一
七
九
一
年
〉
の
擬
案
で
は
蒙

古
例
と

『
大
清
律
例
』
を
適
用
し
て
ナ
ワ

l
ン、

さ
ら
に
理
藩
院
は
、
蒙
古
例
を
無
視
し
か

ス
ン
デ
プ
ド
ん
ジ

つ
上
申
を
怠
っ
た
と
い
う
罪
で
旗
長
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ブ
を
菟
職
(
そ
の
後
俸
品
仰
を
削
っ
た
上
で
復
職
)
、
監
督
不
行
届
き
の
盟
長
の
〈
z
h
g
h
o
宮
内

に
つ
い
て
も
一
年
間
俸
緑
を
削
る
と
し
た
。
理
藩
院
は
、
こ
の
擬
案
を
上
奏
し
て
乾
隆
帝
の
救
許
を
得
る
と
と
も
に
、
不
法
裁
剣
や
上
申
不

履
行
を
戒
め
る
べ
く
そ
の
款
を
ハ
ル
ハ
の
全
旗
に
通
達
さ
せ
た
。

ワ
ン
‘
ド
イ
a

、
オ
ン
ボ
フ
を
改
め
て
罰
し
た
が
、
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n
y
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H
淋
内
温
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サ
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戸
、
汁

令
官
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(
以
下
、
こ
れ
を
史
料
B
と
呼
ぶ
)

-119ー

こ
れ
に
よ
っ
て
、
旗
長
が
「
ハ
ル
ハ
四
部
の
副
将
軍
た
ち
の
定
め
た
法
」

(
以
下
、

「
副
将
軍
の
法
」
と
略
稽
す
る
)
を
適
用
し
た
と
い
う
こ
と

は
今
や
疑
い
よ
う
が
な
い
。
た
だ
驚
い
た
こ
と
に
、
盟
長
は
こ
の
法
律
が
い
つ
制
定
さ
れ
た
ど
ん
な
俊
文
で
あ
っ
た
の
か
を
知
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
法
律
の
正
佳
に
つ
い
て
は
、
理
藩
院
も
乾
隆
一
帝
も
、
盟
長
の
報
告
を
受
け
た
き
り
一
度
も
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
盟
長
、
理
藩
院
、
乾

隆
一
帝
の
三
者
い
ず
れ
も
が
こ
の
法
律
の
詳
細
を
知
ら
な
い
ま
ま
、

た
だ
「
蒙
古
例
を
(
ハ
ル
ハ
が
)
受
け
入
れ
る
以
前
に
制
定
し
た
」
古
い
法

で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
禁
止
し
、
そ
れ
を
適
用
し
た
旗
長
を
菟
職
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

め
た
の
か
」
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
ど
の
年
に
こ
の
よ
う
に
定

「
蒙
古
例
を
受
け
入
れ
る
以
前
に
制
定
し
た
」
法
で
あ
る
と
盟
長
が
簡
車
に
断
定
で

き
た
の
は
、
す
な
わ
ち

ハ
ル
ハ
が
蒙
古
例
を
確
か
に
受
け
入
れ
た
と
盟
長
が
認
識
し
て
い
る
時
期
そ
の
も
の
が
、

こ
の
盟
長
の
護
言
時
(
一

549 

七
九
O
年
)
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
最
近
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
副
将
軍
の
法
」
は
、
深
く
追
究
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さ
れ
る
こ
と
な
く
裁
剣
が
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
事
件
の
櫨
案
史
料
の
編
者
も
註
を
附
け
ず
、
ま
た
こ
の
史
料
を
最
初
に
紹
介
し
た
ボ
l
デ

(

m

)

 

ン
氏
も
、
こ
の
法
を
全
く
不
明
で
あ
る
と
記
す
の
み
で
、
追
究
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
買
は
こ
の
法
こ
そ
、
法
律
交
代
の
重
要
な
メ
ル
ク
マ

ー
ル
と
な
り
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

ハ
ル
ハ
四
部
の
副
賂
軍
た
ち
の
定
め
た
法

こ
の
法
律
の
正
瞳
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
最
初
に
こ
れ
を
確
定
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
家
畜
泥
棒
が
棚
で
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
貼
だ
け
に
注
目
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
清
朝
蒙
古
例
に
も
『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
中
の
諸
法
令

に
も
、
そ
の
種
の
も
の
が
容
易
に
見
つ
か
る
。
と
こ
ろ
が
蒙
古
例
の
規
定
は
、
制
定
年
代
も
棚
の
期
間
も
旗
長
に
よ
る
剣
決
に
全
く
一
致
し
な

(

日

)
ぃ
。
ま
た

「
ハ
ル
ハ
ジ

ロ
ム
』
中
に
存
在
す
る
、

「
強
盗
」

2
2
0
宮
Z
E
C
犯
に
一
年
間
手
柳
を
着
け
さ
せ
る
と
い
う
規
定
(
一
七

O
九
年
制

(

ロ

〉

定
)
も
ト
シ
エ

l
ト
汗
部
の
み
で
定
め
た
法
で
あ
り
、
制
定
者
が
「
ハ
ル
ハ
四
部
の
副
将
軍
」
に
一
致
し
な
い
。

公
た
ち
が
乾
隆
一
一

一
方
、
制
定
者
に
注
目
し
て
探
し
て
み
る
と
、

『
ハ
ル
ハ
ジ

ロ
ム
』
の
法
令
の
中
に
第
六
篇
と
し
て
、

イ

フ

フ

ν
1
(
臼
)

(
一
七
四
六
)
年
に
ヨ
r
m
r
{広
市
刊
に
集
ま
っ
て
定
め
た
と
い
う
候
文
が
一
つ
存
在
す
る
(
以
下
、
こ
れ
を
ユ
七
四
六
年

ハ
ル
ハ
四
部
の
副
将
軍
ら
を
含
む
王

-120ー

の
法
」
と
呼
ぶ
。
註
(

2

)

参
照
)
。
そ
の
全
文
を
以
下
に
引
用
し

「副
将
軍
の
法
」
に

一
致
す
る
か
ど
う
か
種
々
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
よ

う
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将
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Ci
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王
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デ
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q
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 se
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汗
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汗
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王
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郡
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副
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貝

勤
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副
将

軍
公

殿
を

初
め

と
し

て
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フ

レ
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の

neyilekui-dur tortararsan 
a
n
u
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行
な

っ
た

際
定

め
た

こ
と
(
は
以
下
の
返
り
〉
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k
i
g
s
e
n
 
k
u
m
u
n
-
i
 

行
な

っ
た

人
を

ilete 
qularai 

盗
を

a)そ

ゐ一よ

d一お
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e
g
e
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y
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a
r
u
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s
u
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a
r
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 ge
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m
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l
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m
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d
 
selte-yi 

c
o
m
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a
l
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u
n
 e

j
e
n
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d
u
r
δ
g
g
u
y
-
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皇
帝

の
嘗

法
に

従
っ

て
殺

し
，

天
幕

家
畜

と
妻

子
共

々
を

全
て

家
畜

の
主
(
被
害
者
)
に
興
え
よ

(16) 

b
a
s
a
 
d
e
g
u
u
 q

 ularayiei-aca 
r
u
r
b
a
n
 yisun 

う
。

ま
た

従
犯

か
ら

三
・

九
の

(17) 

radan-a
，

 @
~

_~r恒
:
_
y

al生
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~
~
g
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bolbasu
，

 ge
r
 barar-a 

b
a
，
 toru 

tu1r-a-yir2_J
~
rg~

yin
旦
盟
主
ι
型
担
型
企

ri__i旦
旦

ほ
か
，

も
し

罰
畜

が
そ

ろ
わ

な
け

れ
ば

，
天

幕
物

品
と

鍋
五

徳
な

ど
の

全
て
の

物
を

flHNHll 

強

a 

λL 
a 

明一つ

vm一打
a一

a
b
c
u
 
m
a
l
-
u
n
 ejen-dur 

o
g
g
u
g
e
d
，

 ja
r
u
n
 
tasirur 

家
畜

の
主

に
輿

え
，

百
回

鞭

yala 

罰
畜

を
取

り

nige 
yisu-du 

b
o
d
u
j
u
，

 keuked-tei 
k
u
m
u
n
-
e
e
e
，

 yis
i.in

 m
a
l
-
d
u
r
 
nige 

k
e
u
k
e
d
 b
o
d
u
j
u
，
 qo
y
a
r
 yisu-dur q

o
y
a
r
 k
e
u
k
e
d
 

九
に

換
算

し
，
子
の
あ
る

人
か

ら
は

九
畜

に
一

人
の

子
を

換
算

し
，

二
・

九
に

二
人

の
子

を

④
k
e
u
k
e
d
 ugei 

ere 

子
の

な
い

夫

ulu 
o
g
g
u
m
u
i
"
 

興
え
な
い
。

bariju 

捕
え

て

b
o
d
u
j
u
 

o
g
k
u
-
e
e
e
 r

a
d
a
n
・a，

q
o
y
a
r
 k
e
u
k
e
d
-
e
c
e
 

ileguu 

換
算
し
て
(
取
り
上
げ
て
)
興
え
る

ほ
か
，

二
人

の
子

よ
り

多
く

は
同回目



e
m
e
 q
o
y
a
r
 bolqula

，
 em
e
-
y
i
 
inu 

bariju 
o
g
g
u
y
-
e
，
 rarca 

bey-e 
k
u
m
u
n
 bolqula

，
 mo

n
 k
u
 bey-e inu bariju o

g
g
u
y
-
e
，

 

妻
二

人
な
ら
，

妻
を

捕
え

て
輿

え
よ

う
。

一
人

身
の

人
な
ら

本
人

を
捕

え
て

興
え

よ
う

。

N白山

@
dutarsan 

yala-yin 
m
a
l
 
bui 

b
o
l
b
a
s
u
 

不
足

し
た

罰
畜

が
あ

る
な

ら
ば

m
a
l
 
b
a
 e

m
e
 k
e
u
k
e
d
-
i
 o

g
g
u
b
ec
u
 
e
r
k
e
 
ugei 

を
興

え
て

も
ど

う
し
て
も

子

生
F
e
d
u
-
y
i
n

car~I~
yi~

竺
旦
巴
五
旦

~g~
n

mal-dü
~
_
q
~
~x:__t生

盟
主
主
り

janCiqui-du!_j~ru-aca
b
u
u
 o

n
包

竺
起

些
y-e

，

皇
帝

の
法

に
従

っ
て

，
ー

畜
ご

と
に

三
十

五
回

鞭
打
っ

て
百

四
を

越
え

さ
せ

な
い

と
し

よ
う

。

妻
家
畜

と

kelelcegsen-i 

話
し

合
っ

た
こ

と
を

tortaran 

定
め

k
e
m
e
n
 

j
a
l
q
a
m
u
 

こ
り
る
(
だ
ろ
う
)
jJ

e
y
i
m
u
 b
o
l
q
u
-
d
a
r
a
n
 
m
a
r
u
 yabudal-tu 

qularayi
Ci
-nar 

こ
う

な
れ

ば
悪

い
行

な
い

の
盗

人
た

ち
も

llNNH11 

と

t
e
m
d
e
g
l
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に
な
る
。
従
っ
て
、

一
七
四
六
年
と
い
う
制
定
年
は
、
こ
の
燦
件
を
充
分
に
満
た
し
て
い
る
。
二
番
目
の
好
材
料
と
し
て
制
定
年
の
近
似
も
あ

げ
て
よ
か
ろ
う
。

で
は
「
一
七
四
六
年
の
法
」
が
『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
に
追
加
牧
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
貼
は
.と
う
で
あ
ろ
う
か
。

「
副
将
軍
の
法
」
が
、

ノ、

ル
ハ
四
部
全
て
の
代
表
格
で
あ
る
副
将
軍
の
合
議
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
清
朝
の
法
制
支
配
下
に
入

っ
た
後
の
一
人
の
盟
長
が
そ
の
存
在
を
た
ま
た
ま
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
制
定
嘗
時
の
ハ
ル
ハ
に
お
い
て
は
、
そ
の
法
律
が

か
な
り
の
普
遍
性
と
致
力
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
=
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

年
)
に
制
定
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
重
要
性
を
持
つ
法
が
『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
に
牧
録
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
う
す
る
と
、

ハ
ル
ハ
で
こ
の
時
期
ハ
一
七
二
四
J
一
七
八
四

く
、
む
し
ろ
牧
録
さ
れ
て
い
て
嘗
然
と
さ
え
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
(
註
(

2

)

参
照
)
。

ハ
ジ
ロ
ム
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

そ
う
考
え
て
、

何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な

二
番
目
の
好
材
料
と
し
て
『
ハ
ル

最
後
に
肝
心
の
規
定
内
容
で
あ
る
。

二
七
四
六
年
の
法
」
で
、

「
強
盗
」
の
従
犯
が
三
・
九
畜
を
被
害
者
に
渡
す
と
定
め
ら
れ
て
い
る
貼

-123ー

(
下
線
②
)
、

そ
し
て
も
し
三
・
九
畜
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
、
従
犯
の
全
財
物
を
一
・
九
畜
と
み
な
し
、
さ
ら
に
そ
の
子
一
人
を
一
・
九
畜
、
二

人
な
ら
二
・
九
畜
に
換
算
し
て
被
害
者
に
渡
さ
せ
る
と
定
め
て
い
る
鈷
(
下
線
③
)
、
以
上
二
黙
は
、
こ
の
事
件
の
ワ
ン
ド
イ
に
謝
す
る
剣
決
に

細
部
に
到
る
ま
で
貫
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
従
犯
ワ
ン
ド
イ
は
、
被
害
者
エ
ン
フ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
に
三
・
九
畜
を
渡
す
こ
と
に
な
り
、

家
畜
が

な
か
っ
た
た
め
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
結
局
自
分
の
モ
ン
ゴ
ル
天
幕
一
つ
と
娘
、
息
子
一
人
ず
つ
を
差
し
だ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、

ー寸

七
四
六
年
の
法
」
で
は

「強
、盗」

2
2
0
』

Z
E
E
-
〉
の
首
犯
(
註
(
口
〉
を
参
照
)
は
死
刑
と
な
っ
て
お
り
(
下
線
②
)
、

ナ
ワ

l
ン
が
伽
一
年
と

し
て
罰
せ
ら
れ
た
の
と
一
致
し
な
い
し
、
従
犯
に
は
鞭
百
回
と
も
定
め
て
あ
る
(
下
線
②
)
の
に
ワ
ン
ド
イ
に
は
そ
れ
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
首
犯
、
従
犯
と
も
に
寅
際
の
剣
決
の
方
が
規
定
よ
り
も
軽
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
相
違
貼
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、

ナ
ワ

l
ン
は
馬
を

秘
密
一
異
に
盗
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
ご
七
四
六
年
の
法
」
に
い
う
「
強
盗
」

2
0
Z
宮

ZE)
の
概
念
(
註
(
ロ
)
を
参
照
)
に
そ
の
ま
ま
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一
該
嘗
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り

ナ
ワ
!
ン
は
「
強
盗
」
で
は
な
く
よ
り
軽
い
「
嬬
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盗
」
の
犯
人
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
旗
長
に
よ
っ
て
死
刑
か
ら
棚
一
年
へ
と
減
刑
さ
れ
、
同
時
に
従
犯
ワ
ン
ド
イ
も
鞭
百
回
の
分
を
減
刑
さ
れ

(
加
)

た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
う
解
穣
す
る
と、

ナ
ワ

l

ン、

ワ
ン
ド
イ
の
庭
罰
に
二
七
四
六
年
の
法
」
が
適
用
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
充
分
納
得
で
き
よ
う
。
四
番
目
の
好
材
料
と
し
て
、
規
定
と
剣
決
内
容
の
整
合
が
あ
げ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
回
黙
を
根
擦
と
し
て
、
旗
長
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
プ
の
適
用
し
た
「
ハ
ル
ハ
四
部
の
副
将
軍
た
ち
の
定
め
た
法
」
と
は
、

『
ハ
ル
ハ

Jν
ロ

ム
』
の
第
六
篇
、
つ
ま
り
一
七
四
六
年
五
月
一

O
日
に
ハ
ル
ハ
四
部
の
代
表
た
ち
が
制
定
し
た
法
ハ
史
料
C
)
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
本
稿
の
第
一
番
目
の
結
論
で
あ
る
。

四

「
ハ
ル
ハ
四
部
の
副
将
軍
た
ち
の
定
め
た
法
」
の
持
つ
一
意
味

二
七
四
六
年
の
法
」
の
篠
文
自
鐙
は
、
島
田
辺
、
二
木
部
が
『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
を
検
討
し
た
際
、
筆
者
の
扱
っ
た
馬
泥
棒
の
事
件
で
の

剣
例
と
は
全
く
別
個
の
観
艶
か
ら
ご
く
短
い
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

島
田
辺
(
四
五
0
1
四
五
二
頁
註
一
)
は

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
に
お
け
る
「
強
盗
」
の
庭
罰
を
検
討
す
る
に
際
し
て
「
一
七
四
六
年
の
法
」

-124ー

を
田
山
町
の
和
需
に
よ
っ
て
引
用
し
(
下
線
⑤
部
分
は
引
用
せ
ず
〉
、

候
文
中
の
「
皇
一帝
の
奮
法
」

(
下
線
②
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
以
下
に
あ

げ
る
康
照
一
三
(
一
六
七
四
)
年
制
定
の
蒙
古
例
に
首
た
る
こ
と
を
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
。

l
l
!
(幻
)

・
:
官
民
人
行
劫
殺
人
傷
人
者
、
不
分
首
従
倶
斬
、
妻
子
家
産
籍
法
。
不
曾
殺
人
傷
入
者
、
震
首
二
人
絞
、
妻
子
家
産
籍
浪
。
魚
従
者
各

(
幻
)

鞭
一
百
、
罰
三
九
。
若
止
一
人
、
鞭
一
百
、
籍
浸
家
産
、
兎
其
妻
子
。
二
三
人
者
、
以
一
人
魚
首
、
齢
震
従
。
所
罰
浸
倶
給
失
主
。

こ
の
蒙
古
例
の
傍
線
部
分
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
確
か
に
史
料
C
の
下
線
②
の
部
分
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
島

田
氏
は
、

「
皇
帝
一
の
奮
法
に
従
っ
て
」
と
い
う
文
言
を
含
む
こ
の
ご
七
四
六
年
の
法
」
を
ハ
ル
ハ
に
よ
る
「
清
朝
の
立
法
の
確
認
」
で
あ
る

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
(
島
田
町
出
、
四
五
二
頁
)
。

一
方
、
二
木
部
は
、

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
の
「
バ
ロ

l
ン
・
フ
レ

l
本」

ハ註
(

2

)

参
照
)
の
構
成
を
検
討
す
る
際
に
「
一
七
四
六
年
の
法
」



に
少
し
鰯
れ
、
こ
の
法
を
「
清
朝
の
立
法
の
確
認
」
と
み
る
島
田
氏
の
前
記
見
解
に
全
面
的
に
賛
成
し
た
上
で
、
さ
ら
に
島
田
氏
が
引
用
し
な

か
っ
た
候
文
の
最
後
の
部
分
(
史
料
C
下
線
⑤
)
に
あ
る
「
他
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
案
件
を
全
て
皇
帝
一
の
法
に
従
っ
て
四
部
が
一
様
に
遵
守
し
て

「
ハ
ル
ハ
の
王
公
た
ち
が
同
篇
(
「
一
七
四
六
年
の
法
」
の
こ
と
|
|
萩
原
)
の
時
貼
で
清
の
法
律
の
全
面
的

(
お
)

受
け
入
れ
を
決
定
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
島
田
、
二
木
南
氏
と
も
に
、
こ
の
ご
七
四
六
年
の
法
」
が
蒙
古

行
こ
う
一
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
、

例
に
依
接
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
、

さ
ら
に
二
木
氏
は
こ
の
法
を
、

ハ
ル
ハ
に
よ
る
清
朝
の
法
制
支
配
下
へ
の
全
面
的
参
入
宣
言
で
あ
る
と

み
な
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
南
氏
の
見
解
は
、
確
か
に
俊
文
の
文
面
を
讃
む
限
り
で
は
正
し
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
も
し
も
ユ
七
四
六
年
の
法
」
が
蒙
古
例

(
担
)

に
全
面
的
に
依
援
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
制
定
か
ら
三
十
八
年
後
(
一
七
八
四
年
)
と
は
い
え
こ
の
れ
っ
き
と
し
た
皇
帝
一
の
法
を
適
用
し

た
旗
長
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
プ
、
が
、

な
ぜ
、
盟
長
や
理
藩
院
、

乾
隆
一
一
帝
か
ら
「
勝
手
な
考
え
で
慮
罰
し
た

2
5
g
h
a
-
司

-
E・
)
」
と
か
、

ほ
か
で

-125ー

も
な
く
「
法
律
ハ
蒙
古
例
)
を
無
現
し
た

2
5
5円

g-
司
-
M
∞
・
)
」
と
か
弾
劾
さ
れ
て
兎
職
の
敷
ま
で
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
答

え
る
た
め
に
は
、
雨
氏
の
見
解
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

旗
長
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
プ
が
弾
劾
さ
れ
菟
職
さ
せ
ら
れ
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
の
だ
が
、
筆
者
は
そ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
ユ
七
四
六
年

(
お
)

の
法
」
そ
の
も
の
が
買
は
制
定
嘗
時
か
ら
既
に
蒙
古
例
に
違
反
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
法
の

係
文
が
蒙
古
例
に
違
反
す
る
規
定
を
か
な
り
含
ん
で
お
り
、
旗
長
が
そ
の
部
分
を
適
用
し
た
た
め
に
盟
長
、
理
藩
院
、
皇
帝
一
の
三
者
と
も
必
然

的
に
こ
の
未
知
の
法
を
〈
蒙
古
例
に
違
反
し
て
い
て
清
朝
と
は
全
く
無
関
係
な
法
〉
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
史
料
B
参
照
)
。

さ
ら
に
筆
者
は
こ
の
法
の

「
皇
帝
の
奮
法
に
従
っ
て
」
と
い
う
文
言
を
含
む
中
心
的
な
規
定
(
下
線
②
部
分
)
自
瞳
も
制
定
首
時
か
ら
蒙
古

ご
七
四
六
年
の
法
」
が
蒙
古
例
に
違
反
し
て
い
た
と
い
う
そ
の
こ
と
を
細
か
く
検
討

例
に
大
き
く
違
反
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
以
下
、

し
て
み
よ
う
。

555 

ま
ず
、

「
一
七
四
六
年
の
法
」
に
あ
る
〈
被
害
者
へ
賠
償
す
べ
き
家
畜
が
従
犯
に
な
か
っ
た
時
、
全
て
の
持
ち
物
を
一
・
九
畜
に
、
ま
た
子
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供
一
人
も
一
・
九
畜
に
各
々
換
算
す
る
〉
と
い
う
規
定
内
容
(
史
料
C
の
下
線
③
〉
、

人
を
捕
え
て
被
害
者
に
輿
与え
る
〉
と
い
う
規
定
内
容
(
下
線
④
)
は
、

つ
ま
り
、
こ
の
部
分
は
皇
一
一帝
の
定
め
た
法
で
は
な
く
、
買
は
ハ
ル
ハ
四
部
の
王
公
た
ち
が
後
か
ら
勝
手
に
施
行
細
則
と
し
て
附
け

こ
の
下
線
③
と
④
部
分
の
追
加
規
定
は
、

次
い
で
〈
子
供
が
な
け
れ
ば
妻
を
、

そ
の
も
と
に
な
っ
た
康
照
一
三
(
一
六
七
四
)
年
の
蒙
古
例
に
は
含
ま
れ

委
が
い
な
け
れ
ば
本

:
、

t

、
。

守
、

t
v
φ
十

H

I

V

加
え
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

註
(

M

)

で
引
用
し
た
『
蒙
古
律
例
』
の
規

つ
ま
り
下
線
⑤
の
部
分
が
依
援
し
た
元
の
蒙
古
例
に
員
っ
向
か
ら
違
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
註
(
但
)
の
蒙
古
例
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

定、

〈
凡
そ
犯
人
に
家

畜
が
不
足
し
て
い
て
罰
畜
を
渡
せ
な
い
な
ら
ば
そ
の
代
わ
り
に
鞭
で
罰
せ
よ
〉
、

財
物
、
子
供
、
妻
、
本
人
と
い
う
優
先
順
位
で
犯
人
か
ら
取
り
上
げ
て
行
き
、
全
て
渡
し
て
も
な
お
か
つ
不
足
す
る
場
合

と
定
め
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

こ
こ
(
下
線
③
、
@
、

⑤
)
で
は
〈
家
畜
、

に
の
み
鞭
で
罰
せ
よ
〉

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
島
田
位
、

八
四
七
、

八
四
八
頁
註
一
一
一
参
照
)
。

従
っ
て
旗
長
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
プ
が
従
犯
ワ
ン

ド
イ
か
ら
天
幕
や
息
子
、
娘
を
取
り
上
げ
た
行
信
用
も
、
首
然
蒙
古
例
に
員
っ
向
か
ら
違
反
し
た
も
の
だ

っ
た
わ
け
で
、
盟
長
ら
が
不
法
裁
判
で

-126ー

あ
る
と
判
断
し
た
の
も
ま
た
嘗
然
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ワ
ン
ド
イ
は
後
に
盟
長
・
理
藩
院
の
決
定
で
、
天
幕
も
息
子
を
買
い
戻
し
た
代
償
の
ラ

ク
ダ
も
返
却
さ
れ
て
い
る
ハ
娘
オ
ン
ボ
フ
は
殺
人
未
途
犯
の
た
め
返
却
さ
れ
ず
)
が
、
こ
れ
で
改
め
て
そ
の
躍
置
の
理
由
が
納
得
で
き
よ
う
。

綴
い
て
、

「
一
七
四
六
年
の
法
」
の
中
心
部
分
が
蒙
古
例
に
違
反
し
て
い
た
と
い
う
根
擦
を
あ
げ
よ
う
。
も
う
一
度
下
線
②
を
検
討
し
て
み

る
と
、
「
皇
帝
の
法

20mOE--ロ
g
三曲
H
仏

omaz--ロ
g
E
Yロ
ど
と
い
う
表
現
が
、
こ
の
俊
文
中
で
三
回
、
後
述
の
第
九
篇
で
一
回
、

ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
全
睡
で
は
合
計
四
回
現
れ
る
の
に
劃
し
て
、
こ
こ
だ
け
が
「
皇
帝
の
奮
法

2
0
m
o
E
tロ
官
吉
伸
5
2
E
Yロ
)
」
と
表
記
さ
れ
て 『ハ

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

こ
の
黙
に
つ
い
て
島
田

二
木
南
氏
と
も
全
く
鯛
れ
て
お
ら
れ
な
い
が
、

わ
ざ
わ
ざ
「
奮
法
」
と
表
記
す
る
か
ら
に

は
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
康
照
二
二
年
の
蒙
古
例
が
な
ん
ら
か
の
意
味
で
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
、

ハ
ル
ハ
四
部
の
王
公
た
ち
に
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
偲
定
し
て
よ
り
新
し
い
蒙
古
例
を
探
し
て
み
る
と
、

(
M
m
)
 

定
の
「
行
劫
・
殺
傷
人
」
に
閲
す
る
新
し
い
蒙
古
例
が
み
つ
か
る
。
そ
う
す
る
と
ハ
ル
ハ
四
部
の
王
公
た
ち
が
「
一
七
四
六
年
の
法
」
を
定
め

た
時
に
は
、
康
照
二
ニ
ハ
一
六
七
四
)
年
の
蒙
古
例
は
既
に
無
数
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ち
ょ
う
ど
都
合
良
く
潅
正
五
(
一
七
二
七
)
年
制

島
田
昭
(
四
O
九
頁
)
も

「
一
七
四
六



年
の
法
」
と
は
全
く
無
関
係
な
文
眠
中
で
は
あ
る
が
、

「
薙
正
五
年
例
の
成
立
に
伴
っ
て
、
康
照
一
三
年
例
は
そ
の
数
力
を
失
い
・
:
」
と
は
っ

き
り
述
べ
て
い
る
。
こ
の
爾
蒙
古
例
が
相
矛
盾
す
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
(
註
(
お
)
参
照
〉
。

つ
ま
り
ハ
ル
ハ
の
王
公
た
ち
は
、
権
推

正
五
年
の
新
し
い
蒙
古
例
に
嘗
然
依
援
す
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
新
法
」
を
無
覗
し
、
既
に
無
数
で
あ
っ
た
康
照
二
二
年

の
蒙
古
例
つ
ま
り
「
葎
法
」
に
わ
ざ
わ
ざ
依
援
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
彼
ら
が
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
蒙
古
例
が

公
布
の
た
び
に
モ
ン
ゴ
ル
の
主
要
な
役
所
に
必
ず
通
達
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

こ
こ
だ
け
「
奮
法
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
偲
に
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
が
新
し
い
蒙
古
例
を
も
知
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
さ
て
以
上
二

貼
に
わ
た
っ
て
、

「
一
七
四
六
年
の
法
」
が
蒙
古
例
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
誼
明
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
本
稿
の
第
二
番
目
の
結
論
で
あ
る
。

ご
七
四
六
年
の
法
」
は
、

と
か
宣
言
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
賞、

結
局
、

「
皇
帝
一
の
奮
法
に
従
っ
て
」
慮
罰
し
よ
う
と
か
、
今
後
「
全
て
皇
帝一
の
法
に
従
っ
て
」
や
っ
て
行
こ
う

ハ
ル
ハ
の
王
公
の
意
固
と
は
う
ら
は
ら
に
、
清
朝
か
ら
み
れ
ば
〈
過
去
の
既
に
無
数
と
な
っ
た
法
を
藩

部
の
代
表
た
ち
が
濁
断
で
選
定
し
た
上
に
、
な
お
か
つ
不
法
な
規
定
へ
と
作
り
嬰
え
た
許
す
べ
か
ら
ざ
る
法
〉
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
は
、

清
朝
の
法
を
ハ
ル
ハ
モ
ン
ゴ
ル
人
が
自
己
流
に
解
穣
・
補
-
訂
し
た
上
で
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ハ
ル
ハ
溺
自
の
法
で
も
な
く
清
朝
蒙
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古
例
そ
の
も
の
で
も
な
い
、

い
わ
ば
南
者
の
折
表
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
こ
の
法
は
、

朝
蒙
古
例
へ
と
法
律
が
交
代
し
て
行
く
際
の
、
「
過
渡
期
の
法
」
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

ハ
ル
ハ
濁
自
の
法
か
ら
清

ハ
ル
ハ
の
代
表
た
ち
が
清
朝
蒙
古
例
に
従
う
目
的
で

定
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
ま
だ
欽
定
法
の
持
つ
巌
格
さ
||
新
し
く
制
定
さ
れ
た
法
を
濁
断
で
無
視
し
た
り
、
法
の
規
定
内
容
を
勝

手
に
襲
更
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
ー
ー
を
充
分
に
理
解
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
蒙
古
例
の
浸
透

を
表
面
上
だ
け
に
と
ど
め
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、

二
七
四
六
年
の
法
」
の
制
定
は
、
第

一
節
で
述
べ
た

約
六
十
年
聞
の
空
白
を
埋
め
る
注
目
す
べ
き
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
法
が
、
法
律
交
代
の
途
中
経
過
を
示
し
て
お
り
、

」
れ
に

よ
っ
て

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
の
大
部
分
を
占
め
る
ハ
ル
ハ
濁
自
の
諸
法
令
か
ら
清
朝
蒙
古
例
へ
と
徐
々
に
法
律
が
襲
わ
っ
て
行
く
様
子
が
確

557 

認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貼
が
本
稿
の
主
要
な
結
論
と
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
「
皇
帝
の
法
」
と
い
う
言
葉
を
含
む
候
文
は
、

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
中
の
法
令
に
お
い
て
こ
れ
以
外
に
も
見
出
さ
れ
る
。
第
九

ご
七
二
八
年
の
法
」
と
呼
ぶ
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

(
幻
)

台
吉
が
矯
盗
を
行
な
っ
た
際
に
皇
帝
の
法
に
従
っ
て
罰
す
る
と
い
う
も
の
で
、
基
づ
い
た
蒙
古
例
も
ほ
ぼ
推
定
で
き
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
重
要

篇
つ
ま
り
一
七
二
八
年
に
定
め
ら
れ
た
計
十
一
僚
の
俊
文
の
第
二
篠
(
以
下
、

な
こ
と
は

「
一
七
四
六
年
の
法
」
が
一
腰
制
定
者
の
意
固
と
し
て
、
全
て
の
犯
罪
に
閲
し
て
皇
帝
の
法
つ
ま
り
蒙
古
例
に
従
う
と
宣
言
し
て

い
る
の
に
封
し
て
、
こ
ち
ら
の
「
一
七
二
八
年
の
法
」
は
、
た
だ
台
吉
に
よ
る
縞
盗
に
閲
し
て
の
み
蒙
古
例
に
従
う
と
し
て
お
り
、
同
時
に
定

め
ら
れ
た
そ
の
他
計
十
僚
の
候
文
が
蒙
古
例
に
全
く
無
関
係
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
黙
で
あ
る
。
従
っ
て
ご
七
二
八
年
の
法
」
は
ご
く
一
部

分
に
限
っ
て
蒙
古
例
を
採
用
し
た
も
の
に
、
過
ぎ
ず
、
全
鐙
と
し
て
は
、

二
七
四
六
年
の
法
」
よ
り
も
、

は
る
か
に
ハ
ル
ハ
濁
自
の
法
の
色
彩

が
濃
い
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
法
は

二
七
四
六
年
の
法
」
に
比
し
て
、

よ
り
早
い
時
期
の
途
中
経
過
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え

る
。
ま
た
一
七
二
八
年
と
い
う
年
は
、
ト
シ
エ
l
ト
汗
部
を
中
心
に
し
て
『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
の
主
要
部
分
が
制
定
さ
れ
績
け
た
時
期
の
、
最

後
の
年
に
あ
た
る
。
従
っ
て
、
こ
の
年
に
-
初
め
て
蒙
古
例
に
準
接
し
た
候
文
が
現
れ
る
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
と
も
い
え
る
。
こ
の
年

カL

ハ
ル
ハ
濁
自
の
法
か
ら
清
朝
の
定
め
た
皇
一
帝
の
法
へ
と
、
法
律
が
徐
々
に
推
移
し
始
め
る
起
貼
の
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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そ
し
て
そ
れ
以
後
、

一
般
の
牧
民
を
封
象
と
す
る
ハ
ル
ハ
濁
自
の
法
が
全
く
制
定
さ
れ
な
く
な
る
(
註
(

2

)

参
照
)
の
は
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て

清
朝
蒙
古
例
が
ハ
ル
ハ
に
導
入
さ
れ
始
め
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

五

一
八
世
紀
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
法
律
の
推
移

、
レ
、
+
也
、

ノ

，

ノ

ノ

仇

V

一
八
世
紀
に
お
け
る
ハ
ル
ハ
の
法
制
史
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

一
六
九
一
年
に
清
朝
に
蹄
属
し
た
後
も
な
お
清
朝
の
貫
質
的
な
法
制
支
配
下
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、

一
八
世
紀
の
初
め
一
七
二

前
節
ま
で
の
内
容
を
こ
こ
に
ま
と
め

八
年
ま
で
は
、
ト
シ
エ
l
ト
汗
部
を
中
心
に
し
て
ハ
ル
ハ
濁
自
の
法
が
盛
ん
に
制
定
し
績
け
ら
れ
た
。
こ
の
一
七
二
八
年
に
は
、
蒙
古
例
に
準

嫁
し
た
こ
と
を
明
言
す
る
ハ
ル
ハ
の
俊
文
が
初
め
て
一
つ
出
現
し
、

ハ
ル
ハ
濁
自
の
法
か
ら
清
朝
蒙
古
例
へ
の
ゆ
る
や
か
な
推
移
が
こ
の
頃
始



ま
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
一
般
牧
民
に
封
す
る
濁
自
の
法
の
制
定
が
途
絶
え
る
。
一
七
四
六
年
に
は
、
全
て
蒙
古

例
に
従
う
と
宣
言
し
つ
つ
も
な
お
蒙
古
例
に
大
き
く
違
反
し
て
い
る
「
過
渡
期
の
折
衷
法
」
の
制
定
が
確
認
で
き
、
蒙
古
例
が
徐
々
に
ハ
ル
ハ

へ
浸
透
し
つ
つ
あ
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。
一
七
八
四
年
に
は
、

旗
長
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
プ
に
よ
っ
て
そ
の
折
衷
法
が
貫
際
に
適
用
さ
れ
た
。
蒙

古
例
そ
の
も
の
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
清
朝
の
法
制
支
配
が
こ
の
段
階
で
も
ま
だ
完
全
に
は
浸
透
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

一
七
八
九
年
に
は
、
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ブ
の
上
申
し
た
「
ダ
シ

ジ
ド
の
事
件
」
で
、
盟
と
理
藩
院
に
よ
る
蒙
古
例
・
大
清
律
例
の

適
用
が
は
っ
き
り
と
確
認
さ
れ
、
績
く
一
七
九

O
年
に
は
、

う
か
が
え
る
。

「
オ
ン
ボ
フ
の
事
件
」
で
、
盟
長
ス
ン
デ
ブ
ド
ル
ジ
が
自
ら
蒙
古
例
を
適
用
し
た

上
で
、
蒙
古
例
受
け
入
れ
以
前
の
ハ
ル
ハ
の
法
は
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ハ
ル
ハ
の

一
王
公
で
あ
る
こ
の
ス
ン
デ
ブ
ド
ル
ジ
の
主

張
(
史
料
B
)
は
、
彼
ら
が
清
朝
の
貫
質
的
な
法
制
支
配
下
に
入
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
詮
明
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
七
九
一
年
に
は
、

「
オ
ン
ボ
フ
の
事
件
」

で
理
藩
院
が
蒙
古
例
・
大
清
律
例
を
適
用
し
、
折
衷
法
の
適
用
が
暴
露
さ
れ
た
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
プ
が
菟
職
さ
せ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
蒙
古
例
と
上
申
制
を
厳
守
せ
よ
と
い
う
意
園
で
乾
隆
一
帝
の
敷
が
理
藩
院
に
よ
っ
て
全
ハ
ル
ハ
に
布
告
さ
れ
る
。

一
八
世
紀
-
初
め
の
一
七
二
八
年
ま
で
の
時
期
を
「
ハ
ル
ハ
濁
自
の
法
の
時
代
」
、
一

八
世
紀
末
の
一
七
八
九
年
頃
以
後
の
時
期
を

「
清
朝
の
法
制
支
配
下
に
完
全
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
」
と
各
々
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
一

七
二
八
年
か
ら
一
七
八
九
年
ま

以
上
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で
の
、
約
六
十
年
に
わ
た
る
空
白
期
聞
は
、

が
で
き
た
。

こ
の
二
つ
の
法
の
分
析
に
よ
っ
て
、 二

七
二
八
年
の
法
」
と
ご
七
四
六
年
の
法
」
の
二
つ
に
よ
っ
て
、

ハ
ル
ハ
濁
自
の
法
か
ら
清
朝
蒙
古
例
へ
の
交
代
は
、

お
お
ま
か
に
埋
め
る
こ
と

前
述
し
た
呂
田
臼
田
口
0
4
件
可

ω斗
(

『

1
・

3
・2
1
8・
原
書
房
版
邦
誇
木
、
六
八
J
七
一
頁
)、

民
自
由
民
・
白
白
浜
自
留
守
-HON-Y22ロロゲ白
-YHA山

ω
(司
、
・
)
等
の
設
の
よ
う
に
一

一
挙
に
行
な
わ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
逆
に
約
六
十
年
を
か
け
て
少
し
ず
つ
併
用
さ
れ
な
が
ら
推
移
し
て
行
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
、
清
朝
に
よ
る
ハ

ル
ハ
の
貫
質
的
支
配
の
浸
透
が
、
法
制
史
以
外
の
面
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
知
る
た
め
に
、

阿
部

a
の
、
清
朝

に
よ
る
ハ
ル
ハ
の
牧
地
確
定
権
確
立
過
程
の
研
究
を
要
約
し
比
較
し
て
み
よ
う
。
岡
田

a
に
よ
る
と
、
二
ハ
九
一
年
の
清
朝
蹄
属
後
一
七
五
五

J
五
七
年
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
滅
亡
に
到
る
ま
で
の
一
八
世
紀
前
隼
は
、
ジ
品

ン
ガ
ル
の
軍
事
的
脅
威
の
た
め
ハ
ル
ハ
の
領
域

ハH
牧
地
)
が
頻
繁

559 
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に
移
動
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
牧
地
確
定
権
へ
の
清
朝
の
干
渉
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
七
五
八
年
、

ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
滅
亡
に
と
も
な
っ
て
ハ

ル
ハ
の
領
域
(
牧
地
)
が
西
方
へ
移
動

・
顕
大
し
始
め
て
か
ら

一
七
八
O
J八
一
年
に
盟
(
部
)
の
境
界
が
清
朝
に
よ
っ
て
-
初
め
て
確
定
さ

れ
る
ま
で
の
聞
は
、

西
方
抜
大
に
と
も
な
う
ハ
ル
ハ
内
部
で
の
牧
地
争
い
が
頻
護
す
る
。
こ
の
時
期
、
牧
地
確
定
権
へ
の
清
朝
の
干
渉
が
少
し

ず
つ
始
ま
っ
た
。
そ
し
て

一
七
八
二

J
一
八

O
五
年
に
旗
の
境
界
が
清
朝
の
主
権
で
確
定
さ
れ
た
後
は
、
牧
地
確
定
権
へ
の
清
朝
支
配
が
確
立

し
干
渉
は
全
面
的
と
な
る
。

以
上
の
岡
∞
∞

a
に
よ
る
牧
地
確
定
権
確
立
過
程
の
研
究
と
本
稿
の
法
制
支
配
確
立
過
程
の
研
究
と
は
、
結
果
的
に
み
て
ほ
ぼ
近
い
結
論
に
達

し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
最
終
的
に
一
七
八

O
J九
0
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
寅
質
的
な
支
配
が
始
ま
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ハ
ル
ハ
が
一
六

(
お
)

九
一
年
に
清
朝
に
揖
附
属
し
た
後
も
、
清
朝
支
配
が
確
立
す
る
ま
で
に
約
百
年
も
の
年
数
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ

て
一
八
世
紀

は
、
清
朝
支
配
の
ハ
ル
ハ
へ
の
浸
透
の
世
紀
で
あ
っ
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お、

わ

り

一130ー

本
稿
で
は
、
候
文
制
定
と
そ
の
適
用
例
を
中
心
に
し
て
ハ
ル
ハ
に
お
け
る
法
律
の
推
移
を
大
ざ
っ
ぱ
に
検
討
し
て
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今

後
は
時
代
や
地
域
を
さ
ら
に
限
定
し
た
よ
り
細
か
い
法
制
史
の
復
原
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
筆
者
の
問
題
閥
心
と
し
て
は
、
以
前
に

も
書
い
た
よ
う
に
裁
判
制
度
や
裁
判
文
書
の
書
式
の
、
清
朝
木
土
と
の
比
較
等
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
既
に
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
庫
倫
の
活
併
の
領
民
に
射
す
る

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
適
用
の
問
題
や
本
稿
で
扱
え
な
か
っ
た
『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
中
の
シ
ャ
ピ
ナ
ル
を
封
象

と
す
る
新
し
い
年
代
の
俊
文
等
も
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

註-
本
稿
で
利
用
す
る
文
献
は
、
末
尾
の
主
要
参
考
文
献
に
ま
と
め
た
。
言
及

の
際
は
、
著
者
編
者
名
と
そ
の
西
暦
出
版
年
の
下
二
け
た
の
み
を
記
す
。

-
本
稿
で
利
用
す
る
主
な
漢
文
史
料
も
、
末
尾
に
ま
と
め
、
依
援
し
た
版
本

を
示
し
た
。
言
及
の
際
は
、
史
料
名
と
倉
敷
や
頁
数
(
葉
数
)
の
み
を
記



561 

す。

(
1

)

蒙
古
例
は
既
に
一
六
回

0
年
代
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
を
封
象
と
し
て
存

在
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
清
末
に
到
る
ま
で
必
要
に
臨
応
じ
て
次
々

と
追
加
・
訂
正
さ
れ
て
行
き
、
そ
れ
を
集
成
し
た
法
典
は
、
時
代
と
と

も
に
『
蒙
古
律
書
』
↓
『
蒙
古
律
例
』
↓
『
理
藩
院
則
例
』
(
清
末
に
は

『理
藩
部
則
例
』
〉
と
名
を
舞
え
て
行
っ
た
。
島
田
回
、
一
一
七
J
一

四
九
頁
に
よ
る
。

(
2
〉
『
ハ
ル

ハ
ジ
ロム
』
に
は
種
々
の
篤
本
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
で

は
、
俊
文
の
ほ
と
ん
ど
紋
け
て
い
な
い

「パ
ロ
l
γ
・フ

レ
l
本
」
を
以

っ
て
代
表
さ
せ
、
引
用
の
際
は
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
の
同
盟
包
巴
民
O
回

g

を
使
用
す
る
。
二
木
田
(
六
二
J
六
六
、
七
一
頁
〉
に
よ
る
と
「
バ
ロ
ー

ン
・
フ
レ
l
本
」
に
は
、
一

六
七
六
J
一
七
二
八
年
の
ト
シエ

l
ト
汗

部
を
中
心
と
し
た
多
数
の
篠
文
(
成
立
年
代
不
明
の
二
篇
も
こ
れ
に
含

ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
)
の
ほ
か
に
、

一
七
四
六
年
の
四
部
の
王
公
が

共
同
で
制
定
し
た
俊
文
一
つ
、
そ
れ
に
一
七
四
五

l
一
七
七

O
年
の
シ

A
Y
Z

プ州
'
y

〆
y
パ

ホ
ト
タ
ト

ャ
ン
ゾ
ド
パ
街
門
(
庫
倫
の
活
併
ピ
『
円

E
E
B
E
宮
Z
コE
の
財
政

と
そ
の
領
民
た
る
シ
ャ
ピ
ナ
ル
を
管
理
す
る
役
所
)
が
中
心
に
な
っ
て

制
定
し
た
シ
ャ
ピ
ナ
ル
に
関
す
る
若
干
の
候
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
内
、
一
七
四
六
年
の
俊
文
は
本
文
第
四
節
で
詳
述
す
る
と
し
て
、
こ

こ
で
シ
ャ
ビ
ナ
ル
の
篠
文
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。
既
に
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
『
ハ

ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
個
々
の
諸

法
令
は
、
清
朝
蒙
古
例
の
導
入
に
伴
っ
て
い
つ
頃
か
ら
か
一
般
牧
民
に

射
す
る
数
力
を
失
い
、
清
朝
の
干
渉
の
少
な
い
ジ

ェ
ブ
ツ

ン
ダ
ン
バ
の

シ
ャ
ピ
ナ
ル
閲
で
の
数
力
の
み
が
残
さ
れ
た
〈

E
g
s
o
a
r
u二ヨ-

H

ヌ・

3
-
m
H
I
S
-
原
書
房
版
邦
誇
本
、
六
八
J
七
一
頁
、

h
E
H
E
R
S

8
・

3
・
H
N
l
E・
等
参
照
)
。
つ
ま
り
一
般
牧
民
用
に
蒙
古
例
が
導
入

さ
れ
た
後
も
、
シ
ャ
ン
ゾ
ド
パ
街
門
に
よ
っ

て
シ
ャ
ピ
ナ
ル
用
に
濁
自

の
法
が
な
お
制
定
さ
れ
績
け
た
可
能
性
は
充
分
あ
る
。
従
っ
て

「
バ
ロ

ー
ン
・
フ
レ
l
本
」
の
一
七
四
五
J
一
七
七
O
年
の
同
街
門
に
よ
る
シ

ャ
ピ
ナ
ル
の
法
の
制
定
は
、
一

般
牧
民
へ
の
蒙
古
例
導
入
時
期
の
問
題

と
は
無
関
係
で
、
そ
れ
を
検
討
す
る
手
が
か
り
に
は
な
ら
な
い
わ
け
で

あ
る
。
ち
な
み
に
二
木
氏
の
結
論
に
よ
る
と
、
「
一
八
世
紀
末
あ
る
い

は
一
九
世
紀
初
め
に
、

シ
ャ
ン
ジ

ョ
ド
パ
衛
門
が
既
存
の
法
令
、
列
例

を
集
め
て
、
シ
ャ
ピ
ナ
ル
の
犯
罪
、
紛
争
な
ど
を
裁
く
際
に
依
援
す
べ

き
法
令
集
を
編
纂
し、

そ
れ
に
『
ハ
ル
ハ

・
ジ
ロ
ム
』

と
い
う
名
稽
を

輿
え
た
」
の
で
あ
っ
た
。

(

3

)

前
者
三
事
件
は
い
ず
れ
も
殺
人
ま
た
は
殺
人
未
盗
事
件
で
、
占
E
g
z
h

印
∞
に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
0
4
5
-
z
h

g
は
、
ウ
ラ
ン
パ

l
ト
ル
の
図
立
古
文
書
館
所
蔵
の
倦
案
計
十
通
を
事

件
ご
と
に
四
章
に
分
け
、
キ
リ
ル
文
字
に
よ
る
鵜
篤
で
出
版
し
た
史
料

集
で
あ
る
。
ま
た
ザ
ガ
ス
タ
l
氏
紹
介
の
三
事
件
は
、
い
ず
れ
も
旗
内

で
結
審
さ
れ
た
軽
微
な
絡
盗
案
件
で
あ
る
。
詳
し
く
は
萩
原
田
を
参

照。

な
お
筆
者
は
こ
れ
ら
六
事
件
の
裁
判
門
文
書
の
全
誇
を
準
備
中
で
あ

る。

(

4

)

法
制
の
鐙
濯
を
扱
う
場
合
、
本
来
な
ら
ば
法
律
の
み
な
ら
ず
裁
判
制

度
の
努
濯
を
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
清
朝
蒙
古
例
導
入
以

前
の
裁
判
制
度
に
関
し
て
は
、
剣
例
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
(
お
そ
ら

く
剣
例
を
残
す
習
慣
も
な
か
っ
た
)
の
で
質
態
の
考
察
は
不
可
能
に
近

い
。
そ
の
た
め
ハ
ル
ハ
に
お
け
る
法
制
の
第
遷
を
考
察
す
る
際
に
は
、

こ
こ
で
述
べ
る
よ
う
な
個
々
の
法
律
の
制
定
と
そ
の
適
用
例
が
最
大
の

唱

i。。
唱

i
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手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た

『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
の
諸
法
令
が
規
定
す
る

買
に
簡
略
な
裁
判
制
度
と
清
朝
蒙
古
例
が
規
定
す
る
か
な
り
綬
密
な
裁

判
制
度
と
は
全
く
相
異
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
法
律
の
交
代
は
、
創

ち
裁
判
制
度
を
含
む
法
制
全
鐙
の
交
代
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

(

5

)

荻
原
∞∞、

一
O
頁
で
は
、
こ
の
時
ラ
ク
ダ

一
一玖
を
も
渡
し
た
よ
う
に

記
し
た
が
、
そ
れ
は
息
子
を
買
い
戻
す
代
金
と
し
て
後
か
ら
渡
し
た
も

の
で
、
罰
そ
の
も
の
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
く
。

(
6
)

副
賂
軍

2
2
F
ユニ吉岡〕
5
・
ハ
ル
ハ
各
部

(H
盟
)
に
一
人
ず

つ
置
か
れ
た
官
職
。
理
藩
院
に
よ
っ
て
部
内
の
王
公
か
ら
選
ば
れ
、
主

に
軍
務
を
捲
賞
し
た
。
そ
の
起
源
や
役
割
の
繁
遜
等
に
関
し
て
は
、

の
0
2
0
玄
泊
曲
目
白
色
・
司
百

-g
l
E-岡∞∞
b
、
二
五
頁
及
び
二
九
頁
註

二
O
等
を
参
照
。

(

7

)

ぷ

5
2五
日
∞
・

3
・
5
ー
ロ
・
和
謬
、
下
線
は
筆
者
の
附
け
た
も
の
。

(

8

)

岡
山
富
富
国
泊
印
∞
・
司
・

]ミ・

(
9
)

同吉宮
2
hH

8

・目
M

・
5
・
和
謬
、
下
線
は
筆
者
の
附
け
た
も
の
。
な
お

冨
O
出「。
h
E
S
Z
E
a
E
」冨可

が
蒙
古
例
に
あ
た
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
萩
原
問
、
一
四
J
一
五
頁
参
照
。

(
叩
)
切
白

a

宅《回。口町一
Y

司・
印、吋∞・ロ
-
N

印・

(
日
)
家
畜
泥
俸
を
伽
で
罰
す
る
と
定
め
た
蒙
古
例
は
、

草加
鹿
年
閉
ま
で
存

在
し
な
い
。
し
か
も

一
年
と
い
う
長
期
開
を
あ
て
た
も
の
は
な
い
。
島

田
位
、
四
七
三

1
四
七
六
頁
参
照
。

(
ロ
)

『
ハ
ル
ハ
ジ

ロム

』
第
四
篇
第
一

一
一候
。
』
Z
』
E
S回目印

--u・
5
G-

自
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
露
謬
、
ま
た
田
山
町
二
一
八
頁
の
和
誇
を

参
照
。
モ
ン
ゴ
ル
語
己
2
0
A
C
-ミ
巴
は
、
田
山
切
が
こ
の
僚
で
誇
出

し
島
目
的ω
(

四
五

一
頁
)
も
支
持
し
た
よ
う
に
、
直
誇
す
れ
ば
「
公
然

た
る
盗
み
」
の
意
味
と
な
る
。
明
清
律
の

盗
み
の
概
念
に
は
、
「
縞

盗
」
、
「
強
盗
」
、
「
白
宣
捨
奪
」
の
匿
別
が
あ
り
、
荻
生
但
僚
は
、

「
強
盗
は
、

夜
打

・
辻
切

・
遣
は
ぎ
の
る
い

な
り
。

・
・
穏
盗
と
云

は
、
形
を
か
く
し
し
の
び
て
盗
を
云
。
:
:
:
拾
奪
は
、
つ
か
み
ど
り
な

り
。
強
盗
と
の
差
別
は
、
人
多
し
て
兇
器
あ
る
を
強
盗
と
し、

人
少
し

て
兇
器
な
き
を
捻
奪
と
す
る
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
(
内
田

・
日
原

ω、
三
七
四
J
三
七
六
頁
)
O

F
-
Z
O
A
t
-
白豆
一
は
、
こ
の
内
、
本
来
後

二
者
の
概
念
を
南
方
含
む
と
思
わ
れ
る
が
、
後
に
引
用
す
る
史
料
C
中

の

ニ
2
0
』
Z
F
E
M
は
、
も
と
の
蒙
古
例
(
漢
文
版
)
で
は

「行
劫
」

と
な
っ
て
お
り
、

荻
生
但
僚
に
よ
れ
ば
、

「
行
劫
と
は
、
強
盗
を
す
る

こ
と
」
(
内
田

・
日
原

ω、
六
二
五
J
六
二
六
頁
)
で
あ
る
。
ま
た
島

田
幻
(
四
五
一
一
貝
)
も
同
じ
く
「
強
盗
」
と
謬
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
も
そ
れ
ら
に
従
っ
て
お
く
。

(
玲
)
庫
倫
、
つ
ま
り
現
ウ
ラ
ン
バ

l
ト
ル
市
。

(
M
)

四
部
の
副
終
軍
は
、

交
代
で
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
の
定
迭
左
副
将
軍
街
門

に
駐
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
輪
番
(
交
代
)
の
役
所
を
指
す
と
思

わ
れ
る
。
。
0

5

豆、包「

E

2
・

3
・
2
1
8
.
阿
部

b
、
二
五
頁
等

参
照
。

(
日
)
清
朝
が
モ
ン
ゴ

ル
貴
族
に
許
し
た
爵
位
を
上
か
ら
順
に
汗
、
親
王
、

郡
王
、

貝
勤
、
貝
子
、
銀
圏
公
、
輔
園
公
、
台
吉
、
第
布
裂
と
呼
ぶ
。

世
子
も
、
例
は
少
な
い
が
同
様
の
爵
位
で
あ
る
。

(日目)

合
問
。
監
を
「
皇
帝
」
と
課
す
べ
き
こ
と
は
、
本
稿
で
述
べ
る
よ
う

に

《同仰向。仏口可

z
g
EY
が
蒙
古
例
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
従
来
の
翻
誇
で
も
ほ
.
ほ
「
皇
春
山
」
と
中
一拝
さ
れ
て
い
る
。
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h
E
h
E
R
O
回
目
印
・
M
M

・
8
・
田
山
町
、
一
一
一
一
一
六
J
二
三
七
頁
参
照
。

(
口
〉
品
。
岡

E
宮
F
E
1
2
は、

直
諜
す
る
と
「
弟
(
の

よ
う
な
立
場
)

で
あ
る
盗
人
」
で
、
こ
の
候
文
の
も
と
と
な
っ
た
蒙
古
例
(
第
四
節
で

引
用
す
る
)
で
は
、
「
居
間
従
者
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
滋
賀

刷
、
三
八
七
J
三
八
八
頁
に
い
う
「
首
犯
」
、
「
従
犯
」
の
、
後
者
の

概
念
に
あ
た
る
と
み
な
し
、
「
従
犯
」
と
誇
す
こ
と
に
す
る
。

(
叩

c
h
E
h
E
R
O
回

E
・
E
-
H
S
l
S品
・
の
テ
キ
ス
ト
。
田
山
町
町
、
一
一
一
一
一

六
J
二
三
七
頁
に
こ
の
篠
文
の
和
誇
が
あ
る
が
、
最
後
の
部
分
が
鉄
け

て
い
る
上
、
誤
院
が
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
筆
者
の
縛
篤
文

・
謬
文
を

記
し
た
。
番
鋭
、
下
線
、
(
)
、
「
」
、

『
』
等
の
記
読
も
全
て
筆

者
が
補
っ
た
も
の
。

(
山
口
)
岡
田

b
、
二
五
J
二
八
頁
及
び
二
九
頁
註
二

O
参
照
。

(
却
)
註
(
ロ
〉
で
述
べ
た
『
ハ
ル
ハ
ジ
ロ
ム
』
の
俊
文
(
一
七

O
九
年
、
ト

シ
ェ

l
ト
汗
部
の
み
)
で
は
、
「
強
盗
」
犯
を
八
十
回
鞭
打
っ
て
一
年

開
手
伽
を
着
け
さ
せ
る
と
定
め
て
い
る
。
ナ
ワ
l
ン
の
受
け
た
伽
一
年

だ
け
に
関
し
て
い
う
な
ら
、
「
縞
盗
」
で
あ
る
黙
か
ら
旗
長
が
、
同
じ

罪
で
あ
り
な
が
ら
よ
り
罰
の
軽
い
こ
ち
ら
の
候
文
を
念
頭
に
お
き
、
か

つ
減
刑
し
て
一
年
の
伽
の
み
を
適
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

(
幻
〉
註
(
ロ
)
参
照
。

(
幻
)
康
照
『
大
清
曾
典
』
各
一
四
五
(
理
藩
院
)
、
一

O
禁
裏

t
一
一
葉

表
。
島
田
辺
、
四

O
九
頁
も
参
照
。

(
お
)
二
木
田
、
六
四
頁
、
七
四
頁
註
一
五
。
な
お
二
木
田
も
指
摘
す
る一連

り
、
こ
の
最
も
重
要
な
最
後
の
部
分
が
な
ぜ
か
田
山
U
の
誇
文
に
紋
け

て
い
る
。
そ
の
た
め
か
島
田
町
出
は
こ
の
部
分
を
引
用
せ
ず
、
ま
た
何
も

コ
メ

ン
ト
し
て
い
な
い
。
二
木
旬
、
七
四
頁
註

=
ぺ
田
山
町山
、
二
三

六
l
二
三
七
頁
。

(

M

)

島
田
、
二
木
南
氏
と
も
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
下
線
⑤
部
分

も
明
ら
か
に
蒙
古
例
に
依
録
し
て
い
る
。
『
蒙
古
律
例
』

径
一

二
、
断

獄
の

「
罰
罪
牲
畜
不
足
者
責
打
」
の
項
(
一

O
一
頁
)
に

て
九
罰
取
牲
畜
、
不
足
一
則
鞭
二
十
五
。
不
足
二
則
鞭
五
十
。
不

足
三
則
鞭
七
十
五
。
不
足
回
数
以
上
牲
畜
則
縦
一
百
。
不
許
多
賞。

と
い
う
候
文
が
あ
り
、
下
線
⑤
の
規
定
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
こ
の

俊
文
は
清
朝
初
期
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
(
島
四
位
、
八
一
七
J
八
一

九
、
八
三
二
J
八
三
三
、
八
四
七
頁
に
よ
る
)
、
道
光
二
四
(
一
八
四

四
)
年
ま
で
改
め
ら
れ
て
い
な
い
(
島
田
位
、
八
二
六
、
八
四
七
頁
に

よ
る
)
か
ら
、
一
七
四
六
年
蛍
時
も
有
数
な
わ
け
で
、
下
線
⑤
の
「
皇

帝
の
法
」
は
こ
れ
に
間
違
い
な
い
。

(
お
)
理
藩
院
は
、
ウ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ブ
を
菟
職
に
す
る
理
由
と
し
て
以
下
の

三
黙
を
あ
げ
て
い
る

(
4
5
2
h
a
-
唱
-
N
∞・)
。

「
法
律
(
蒙
古
例
〉

を
無
視
し
係
っ
て
庭
置
し
た
」
こ
と
、
「
全
く
報
告
し
な
か
っ
た
(
上

申
を
怠
っ
た
と
こ
と
、
そ
し
て
「
軽
率
に
も
娘
オ
ン
ボ
フ
を
受
け
取

っ
て
召
し
使
っ
た
」
こ
と
で
あ
る
。
木
文
で
あ
げ
た
理
由
は
、
こ
の
内

の
一
つ
め
の
部
分
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
法
律
(
蒙
古
例
)

を
無
視
し
」
と
い
う
部
分
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
れ
ば
次
の
よ
う
に

な
る
。

「
一
七
四
六
年
の
法
」
が
蒙
古
例
に
依
援
し
て
い
た
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
と
は
全
く
別
に
、
馬
泥
俸
の
裁
剣
が
行
な
わ
れ
た

一
七

八
四
年
と
い
う
年
自
穫
を
考
え
て
み
る
と
、

場
回
然
旗
長
は
乾
隆
二
四

(
一
七
五
九
)
年
に
制
定
さ
れ
同
四
二
(
一
七
七
七
)
年
に
改
訂
さ
れ

た

「
像
縞
四
項
牲
畜
」
の
嘗
時
最
新
の
蒙
古
例
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
盟
長
ス
ン
デ
プ
ド
ル
ジ
は
、
一

-133-
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七
九

O
年
の
再
裁
判
の
時
、
乾
隆
五

O
(一
七
八
五
)
年
制
定
の

「倫

縞
四
項
牲
畜
」
の
最
新
の
蒙
古
例
を
適
用
し
て
理
藩
院
の
承
認
を
得
て

い
る
。
次
に
、
二
つ

め
の
理
由
、
上
申
を一
怠
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
伎
が
適
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
乾
隆
二
四
年
の
蒙
古
例
で
は
、
馬

三
頭
を
盗
ん
だ
首
犯
へ

の
罰
は
湖
底

・
一
団
建
そ
の
他
へ
の
設
遣
と
な
っ

て
い
る
。
〈
笈
遣
の
罰
に
擬
す
べ
き
案
は
理
落
院
ま
で
の
上
申
を
必
要

と
す
る
〉
と
定
め
た
蒙
古
例
は
賞
時
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

清
朝
本
土
の
例
で
も
護
法
は
刑
部
ま
で
の
上
申
を
必
要
と
す
る
(
滋
賀

加
、
二
三
J
二
四
頁
参
照
〉
し
、
盟
長
、
理
藩
院
共
に
必
ず
、
ウ
ル
ジ

ン
ジ
ャ
プ
が
上
申
を
怠
っ
た
貼
を
含
め
て
弾
劾
し
て
い
る
(
ぷ
=
玄
Z
』

8
・

3
・

z-N∞
〉
た
め
、
や
は
り
渡
迭
で
も
上
申
は
求
め
ら
れ
て
い

た
と
剣
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
そ
の
後
、
馬
泥
棒
の
不
法
裁
判
が

設
究
す
る
直
前
の

「
ダ
シ
ジ
ド
の
事
件
」
(
一
七
八
九
年
)
で
は
、
ウ
ル

ジ
ン
ジ
ャ
プ
は
擬
案
こ
そ
作
成
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
人
命
案
件
の
上

申
を
定
め
た
嘗
時
の
蒙
古
例
の
規
定
通
り
盟
へ
上
申
し
て
い
る
。

(以

上
の
蒙
古
例
に
つ
い
て
は
島
田
辺
、
四
六
七

1
四
七
二
、
八
六
二
、
八

六
七
頁
及
び
萩
原
卵
、
三
一

頁
註
(

M

)

参
照
)
た
だ
オ
ン
ポ
フ
に
よ
る

殺
人
未
遂
事
件
を
上
申
し
た
(
一
七
九

O
年
)
の
は
、
彼
自
身
で
は
な

く
代
理
の
役
人
で
あ
る
。
第
三
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
へ
の
賠

償
物
に
決
定
し
た
娘
を
旗
長
つ
ま
り
裁
定
者
自
身、
か
も
ら
い
受
け
た
こ

と
が
、
賄
賂
あ
る
い
は
旗
長
の
威
信
を
汚
す
行
局
と
判
断
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

(
部
)
参
考
の
た
め
に
引
用
し
て
お
く
。
乾
隆
『
大
清
曾
典
則
例
』
巻
一
四

四
〈
理
藩
院
〉
、
一

O
葉
裏

1
一
一
葉
表
。

難
正
・
:
五
三
七
二
七
)
年
・

O
叉
定
。
凡
官
員
庶
人
、
彩
衆
或
一

二
人
行
刻
、

致
殺
人
者
、
不
分
首
従
斬
臭
。
傷
人
己
得
財
者
、
不
分

首
従
斬
決
。
妻
子
畜
産
皆
籍
波
、
給
付
事
主
。
若
止
傷
人
未
得
財

者
、
雷同
首
擬
斬
監
候
、
畜
産
給
事
主
。
妻
子
暫
寄
一
該
旗
、
挨
本
犯
減

等
、

Am設
都
近
盟
長
、
給
放
カ
台
吉
鴛
奴
。
畳
間
従
盗
犯
、

籍
浅
畜

産
、
給
付
事
主
外
、
弁
妻
子
A

双
設
都
近
盟
長、

給
殺
力
台
古
白鳥
奴
。

O
叉
定
。

一
人
行
刻
、
未
至
殺
傷
入
者
、
勝
本
犯
妻
子
畜
産
、
一
弁

解
迭
郊
近
盟
長
、
給
放
カ
台
士
口
魚
奴
。
如
二
三
人
以
上
、
終
起
一意

一

人
擬
絞
監
候
。
籍
淡
畜
産
、

給
付
事
主
。
妻
子
暫
寄
該
旗
、
挨
本
犯

減
等
、
余
波
郷
近
盟
長
、
給
放
カ
台
吉
尾
奴
。
居
周
従
盗
犯
、
妻
子
畜

産
、
一
弁
解
迭
都
盟
長
、
給
近
放
力
台
士
口
矯
奴
。

傍
線
部
を
見
た
だ
け
で
も
、

瑛
照

二
二
年
の
蒙
古
例
に
比
し
て
規
定
が

は
る
か
に
細
か
く
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
島
田
位
、
四

O
九
、
四

一
三
J
四
一
四
頁
も
参
照
。

(
幻
)
こ
の
際
交
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
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こ
こ
で
い
う
「
皇
帝
の
法
」
は
、
康
照
五
(
一
六
六
六
)
年
制
定

の
蒙
古
例
及
び
、
康
照
二
ニ
(
一
六
七
四
)
年
制
定
の
蒙
古
例
に
あ
た

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
雨
者
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

。
凡
台
古
口
行
縞
篤
匪
、
革
退
台
士
口
職
街
、
作
篤
卒
人
。
其
馬
畜
取

付
失
主
、
其
廊
下
家
奴
援
給
伊
近
支
兄
弟
。
:
・
:
(
『
蒙
古
律
例
』

巻
六
、
五
五
J
五
六
頁
)

O
(康
照
二
二
年
)
叉
題
准
、
台
吉
等
親
身
魚
盗
者
、
革
去
爵

級
、
追
取
所
属
人
、
耳
周
波
家
産
。
(
康
照
『
大
清
曾
典
』
巻
一
四
五

(
理
藩
院
)
、
一
一
葉
表
)

雨
蒙
古
例
の
傍
線
部
分
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
〈
台
士
口
が
自

ら
縞
盗
を
行
な
っ
た
な
ら
ば
、
台
吉
の
回
肘
位
を
剥
奪
し
、
そ
の
領
民
は

兄
弟
に
輿
え
る
。
家
産
の
波
枚
は
詞
加
除
す
る
〉
と
い
う
内
容
に
な
ろ

う
。
前
者
で
「
家
畜
を
取
り
上
げ
て
被
害
者
に
渡
す
」
と
定
め
、
後
者

で
「
家
産
波
枚
を
亮
除
す
る
」
と
定
め
て
い
る
黙
は
、
雨
者
相
矛
盾
す

る
が
、
成
立
年
代
の
新
し
い
後
者
の
方
を
正
し
く
採
用
し
て
い
る
。

〈
領
民
を
兄
弟
に
輿
え
る
〉
と
い
う
規
定
は
後
者
に
な
い
が
、
互
い
に

矛
盾
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
縞
盗
を
二
度
繰
り
返
し
た
場
合
は
、
既
に

一
度
目
の
庭
罰
で
台
吉
の
爵
位
が
剥
奪
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
動
的
に

卒
民
と
同
じ
扱
い
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ

て

『
ハ
ル
ハ
ジ

ロム
』

第
九
篇
第
二
傑
は
、
三
・
九
畜
を
課
す
黙
を
除
い
て
、
上
記
雨
蒙
古
例

に
整
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
雨
蒙
古
例
に
つ
い
て
は
、
島

田
辺
、
五
一
四
J
五
一
七
頁
の
解
説
と
制
定
年
代
推
定
を
も
参
照
さ
れ

た
し

(
却
)
清
朝
支
配
の
浸
透
が
百
年
も
か
か
っ
た
こ
と
に
は
、
や
は
り
ジ
ュ
ン

ガ
ル
の
軍
事
的
脅
威
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

〉
円
ノ
。

主
要
参
考
文
献

漢
文
史
料

乾
隆
『
大
溝
曾
典
則
例
』
理
藩
院
一
京
都
大
皐
人
文
科
同
学
研
究
所
所
蔵
の
内

府
刊
本

康
岡
山
『
大
清
舎
典
』
理
藩
院
一
京
都
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
所
臓
の
内
府
刊

本

『
蒙
古
律
例
』

一
康
文
書
局
版
『
蒙
古
律
例
』
(
憂
北
、

一
九
七
二
年
)

和
文
文
献

内
田
智
雄
・
日
原
利
園
(
校
訂
)
、
一
九
六
六
・
『
律
例
制
到
照
定
本
明
律
園

字
解
』
東
京
、
創
文
社
、

八
百
六
十
一
頁

岡
洋
樹
、
一
九
八
八

a
・
「
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
清
朝
の
盟
旗

制
支
配
の
成
立
過
程
|
|
牧
地
の
問
題
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
史
皐

雑
誌
』

九
七
|
二
、

一
J
三
二
頁
)

岡

洋

樹

、
一
九
八
八
b
-

「
定
迭
左
副
将
軍
の
権
限
回
収
問
題
と

「賂

軍
・
参
賛
大
臣
・
聞
嵐
長
・
副
将
軍
緋
理
事
務
-章程
」
」
(
『
史
観
』
一
一

九
、
二
ハ
J
二
九
頁
)

滋
賀
秀
三
、
一
九
八
四
日
『
清
代
中
園
の
法
と
裁
判
』
東
京
、
創
文
位
、
四
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A.D 
lωo 

内青モンコル 1626 
朝治下へ

清朝治下へ 17∞ 

ジユンガル m卜
の滅亡

18∞ 

19∞ 
辛亥革命 1911 

清代モンゴルの法制年表

蒙古例の主な集成

蒙古律書(崇徳8、1643頃)

蒙(康古熊律13書、改訂の(1奈蒙照古6、1667)
1674 例)

1696年の法典(蒙古律書?) 

(薙正5、1727の蒙古例)

蒙古律例(乾隆6、1741)

律蒙古l 

例要のI蒙古律例(乾隆悦 口

1814まで¥、

(嘉慶)理落院則f#tl(嘉慶22、1817)

(遁光)理稽院則例(道光23、1843)

(光緒)理藩院則例(光緒17、1891)

A.D 
16∞ 

(l日6)

ノ、jレノ、

(悶~ j fルハジロムの
17∞ 主要一な候文

I 1728' o r1728年の法」

交法律

o r1746年の法」

0折裏法の78i4車)用

1789 rダシジ ドの事件」で

蒙「オ古ン例F遁用
1790.91 ボ7の事件」で

1800 --l 蒙古例遁周

1833 rラマ・ロプサンの事件」
で蒙古1列遁用

1890頃「ザガスター氏紹介の
三事件」て・蒙古例遁用

理法部則例(" 34、1908) 1ω0-

(島臼82、二木83等を参照して作成した)
(1911) 
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清代のモンゴル概略国 (外モンゴノレは PU問 eH79の第17固に依った〕∞
甲
山

①ハン・オー)v盟左翼右末鎮(オンボ7・ダシジ ドの事件)

②ハン ・オ ル盟左翼後旗(ダyジドの事件)

③へルレン ・ハルス・ホトン盟中左旗(ラマ・ロプサンの事件)

④ヘルレン・パルス ・ホト ン盟中部I旗(Sagaster67紹介の三事件)

⑤鏡化城ト ゥメト旗



civil o伍cers (for example, Jiangxi provincial governor 巡撫Zhang Yu-

tian章于天) looked down on them, and l refer to the progress of revolt

according to the regions｡

　　

So, I point that the Qing dynasty controlled all parts using the power

of military ｏ伍cerslike Jin, but itｅχeludedtheir domination in order to

build up the power base and realized the real unity.

　　　

THE TRANSITION OF LAW IN THE

EIGHTEENTH-CENTURY KHALKHA MONGOLIA

Hagihara Mamoru

　　

As to the legislation of Khalkha Mongolia (Outer Mongolia) under

the reign of the Qing dynasty, the following facts has been known, that

is, the fact that they had established laws by themselves before 1728, and

the cases of application of the Mongol Code of the Qing government 清朝

蒙古例(the Mongol Code enacted by the Qing government) after 1789･

However there are no studies about the legislation of that siχty ｙｅａｒｓ，so

the change from the original law of Khalkha to the Mongol Code of the

Qing government has not been clear at a11｡

　　

This article fixed that the unidentified　law, applied in　1784 to the

case of ａ horse thief in Khalkha, was the one established in 1746 by the

royalty of the four parts of Khalkha, and then proved that （ｏｎthe other

hand) the same law was the compromise law interpreted and revised

independently by Mongolian from the Mongol Code of the Qing gover-

nment.

　

And this article discovered that ａ part of the law of ］χ/［ｏｎｇ０１１ａ，

and supported that the change from the original law of Khalkha to the

law of Mongolia by the Qing dynasty had progressed gradually during

about sixty years, namely, from 1728 through the compromise law of 1746

t0 1789. The author considers that this change was not made at once but

was made little by little using both laws.

－４－


